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 計測制御分野で最新のシステムを提供する    ハビリス納入事例紹介 

ＭＷ１００用計測データＣＳＶ自動変換ソフトウェア 

ＭＷ１００は工場内や遠隔地でのデータ計測を自動的に行なう目的で多数採用されております。計測された

データはＭＷ１００内蔵のＣＦカードに保存され、ＦＴＰデータ転送モードにより、センターに設置したＦ

ＴＰサーバに自動的に収集することができます。 

当事例では、工場内に分散して設置された工作機械の試験状況に関するデータを計測データ管理用サーバに

ＦＴＰ転送させた後に自動的にＣＳＶファイル形式に変換を行い、社内ＬＡＮを経由して試験結果の解析用

に活用しているものです。このソフトにより、長時間にわたる工作機械の試験の効率化が図れました。 

 
(1)システム概要 
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転送された試験デ
ータは社内検査シ
ステムから随時参
照できます 

 

 

 

 

 

 
①測定機器 横河電機㈱： データアクイジションシステム ＭＷ１００ 
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「システムの概要」 
(1)「ウエーブリサーチャー」パッケージは横河電機㈱のＭＸ、ＭＷシリーズ用に対応したものも販売してお

り、これらはＭＸ、ＭＷと直接通信を行い、リアルタイムにデータ計測を行ないます。 

 当事例は、ＭＷの基本機能であるＦＴＰファイル自動転送機能を使用して、工場内に設置された複数の工

作機械の機能試験データをＦＴＰサーバに収集し、そのデータを社内ＬＡＮ経由で試験成績書等の作成に

活用しているものです。 
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サーバ側から各ＭＷ１００に試

験開始の指示ができます。 

ＭＷを最高１５台指定

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2)主な機能について 

①測定条件の指定 試験対象となる工作機械の属性指定ができるようにした。 

・工作機械製造番号⇒社内検査システムで判別し易いように、ＭＷ１００から転送されてきた計測ファイル

の名称をこの番号に置き換えてからＣＳＶファイルに変換します。 

②サーバ側から試験開始／終了指示ができるようにした。 

・ＭＷのデータ収集は標準機能ではブラウザからの指示か本体のボタン操作により行なうが、当ソフトでは  

 今回作成した自動転送ソフト内で行なえるようにした。 

③ＭＷのバイナリーデータとＣＳＶ形式ファイルへの自動変換機能を追加 

・標準機能ではＦＴＰ転送されたバイナリーファイルをＣＳＶ形式に変換するのは手動で行う必要がありま

す。当ソフトではＭＷからファイルが転送されてきたかどうかを自動的に判定し、これをあらかじめ指定

されたフォルダにＣＳＶ変換します。 
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